
     
 

社会福祉士が捉える「相談援助」「福祉経営」 
■■「地域のニーズを踏まえた組織マネジメントのできる社会福祉士」養成講座■■ 
  
 

          

  

 
 

■研修の目的 

● 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主  催    （社）北海道社会福祉士会（担当 生涯研修委員会） 

■共  催    （社）北海道社会福祉士会 道北地区支部（旭川会場） 

 

■受講対象者・資格  

 
①社会福祉士（本会会員） ②社会福祉士（非会員）  

③社会福祉士取得を目指しており、現に相談援助業務等に就いている者 
※ただし、日本社会福祉士会に入会手続き中の場合は会員扱いとします 

 

■参 加 費（旭川・札幌 共通） 

 
①受 講 費 会員 ２,０００円  非会員 ３,０００円  

②懇親会費 ４０００円 

③参考図書 本研修は「新 社会福祉援助の共通基盤 上・下」（社団法人 日本社会福祉士会 編集） 

に準拠して開催します。参考図書の購入をお勧めします。事前・当日販売有 

 

■申込方法・受講決定 

 
別紙「受講申込書」に必要事項を記入しＦＡＸまたは郵送にて事務局までお申込み下さい。尚受講票の

送付は致しませんので、控えを持参下さい。受講費・参考図書代・懇親会費は当日頂戴します。 

 

■申 込 先 

 
(社)北海道社会福祉士会事務局  

〒001-0010 札幌市北区北十条西 4 丁目 1  SC ビル 2F 

電話 011-717-6886 ＦＡＸ011-717-6887 

※本研修は日本社会福祉士会生涯研修の共通研修に該当し、2012 年度申請で各５単位となります。 

■共通基盤研修とは 

 

「社会福祉士共通基盤研修」は、相談援

助と支援のコーディネートを担う社会

福祉士が、どの分野、どの機関、どの職

種で活動していても、“社会福祉士とし

ての共通基盤”に根ざした実践を展開で

きるジェネリックな力量形成を目指す

ために、生涯にわたって学ぶべき６領域

（「権利擁護」「生活構造」「相談援助」

「地域支援」「福祉経営」「実践研究」

＝実践力を担保するための価値・知識・

技術の共通基盤）を学ぶ基幹的な研修

で、2000～2008年度に実施された「社会

福祉士全国統一研修」に代わるものとし

て、一昨年度より開催しています。 

■本研修の目的 

 
●ここ数年来、北海道はもとより全国的に、貧困世帯の拡

大や複雑に関連した生活問題（養育力の低下、虐待、自殺、

介護ストレス、累犯者…）を抱える世帯が増えています。

人間と環境の接点に介入し、相談支援を行う専門職である

私たちは、改めて、多様性で個別性に富む「生活」を“構

造的・機能的”にとらえながら、相談援助を行っていく力

量が求められています。 

●更に私たちは、社会福祉士としての倫理・価値と相談援

助実践を通じて把握した地域住民の生活実態やニーズを

拠り所に、自身の所属する組織のマネジメント（＝福祉経

営）に積極的に参画していくことが求められます。 

●そこで今年度は、「社会福祉士のとらえる相談援助」と

「社会福祉士のとらえる福祉経営」の２領域に絞り、札幌

と旭川の 2会場で研修会を開催。自身の“社会福祉士とし

ての基盤”を見つめ直す機会になればと願っています。 

 

研 修 概 要 

2011 年度 （社）北海道社会福祉士会 ≪社会福祉士共通基盤研修≫ 開催要項 



 

■日時・会場・プログラム等         ※本研修は生涯研修制度 共通課程５単位となります 

 

【第 1回】共通基盤研修 in 旭川 領域「相談援助」※参考図書 新社会福祉援助の共通基盤（上） 

  

社会福祉士の“相談援助力スキルアップ”講座 （定員 100 名） 
 

日  時：２０１１年１０月１５日（土） 10：45～16：15 

 

場  所：旭川市民文化会館大会議室 旭川市７条通９丁目 
※ＪＲ旭川駅から徒歩１５分～２０分、タクシー５分 

  

申込締切：10 月７日（金） 

 

時間 プログラム 

10：15 受付 

10：45 オリエンテーション・挨拶 

11：00 【基調講演】 

「福祉ニーズのボーダレス化と相談援助職の役割」 
●●社会福祉士がとらえる相談援助●●（仮） 

    
■講 師 （社）北海道社会福祉士会 相談役 

              医療法人渓仁会法人本部ソーシャルワーク支援部長 

                  奥田 龍人 氏 

          

                  
同志社大学法学部卒、北海道職員として北海道中央児童相談 

所、北海道立札幌肢体不自由児総合療育センター等に勤務後 

医療法人渓仁会に入職、札幌市西円山敬樹園在宅介護支援セ 

ンター次長、厚別ハーティケアセンター居宅介護支援事業所 
              長、岩内町地域包括支援センターなどを経て現職。 

              公職は本会相談役をはじめ、日本ケアマネジメント学会 

理事。札幌市介護支援専門員連絡協議会相談役など多数。 

12：30 昼休憩 

13：30 

 
【講義・演習】 

 

「暮らしを支える相談援助技術と実践の検証」（仮） 
本講では、人々の暮らしを支える相談援助の技術に関して、事例を交えながら学び直 

すと同時に、私たち自身が日常行っている相談援助実践に関して再度振り返り、確認 

出来る時間となるよう、演習中心に進める 

 

■講 師 （社）北海道社会福祉士会 相談役  

        医療法人渓仁会法人本部ソーシャルワーク支援部長 

奥田 龍人 氏 

 

16：15 閉会 

 

 ※17：00～19：00 まで懇親会を予定しております。 

 

 



■日時・会場・プログラム等         ※本研修は生涯研修制度 共通課程５単位となります 

 

【第２回】共通基盤研修 in 札幌 領域「福祉経営」 ※参考図書 新社会福祉援助の共通基盤（下） 

 

社会福祉士の“こだわり組織マネジメント”講座（定員 100 名） 
 

日  時：２０１１年１２月１７日（土） 11：00～16：30 

 

場  所：札幌医学技術福祉専門学校 講堂（３Ｆ）札幌市中央区南 5 条西 11 丁目 1289-5 
※地下鉄東西線西 11 丁目駅 2 番出口から徒歩 7 分（石山通・定山渓方面） 

  

申込締切：12 月２日（金） 

 

時間 プログラム 

10：30 受付 

11：00 オリエンテーション・挨拶 

11：10 【基調講演】 

「“社会福祉士的”組織マネジメント論」 

 ●●社会福祉士がとらえる福祉経営●●（仮） 

                                 

■講師 北広島リハビリセンター特養部四恩園 

    副施設長 神部 健史 氏 

 

 
1984 年 東北福祉大学卒業 

1985 年 知的障害児施設長井学園指導員 

1988 年 北海道立福祉村指導員 

1995 年 学校法人東日本学園札幌医療福祉専門学校介護福祉学科専任教員 

2001 年 社会福祉法人北海長正会北広島リハビリセンター特養部四恩園施設サービス係長 

2002 年 同施設サービス課長 

2011 年 副施設長 現在に至る 

 

12：30 昼休憩 

13：30 

 
【講義・演習】 

 

「検証 社会福祉事業と組織・チームマネジメント」（仮） 

 

本講では、社会福祉事業の社会的役割を確認しながら、自身が所属する組織やチームに

おける行動を振り返り、社会福祉士としての倫理・価値との間に生じるジレンマを明ら

かにしながら、今後の自身の組織内で目標や具体的行動指針が見いだせるよう、演習を

中心に進める 

 

■講師 北広島リハビリセンター特養部四恩園 

    副施設長 神部 健史 氏 

 

16：30 閉会 

 

  

※17：00～19：00 まで懇親会を予定しております 
 



 

 

北海道社会福祉士会事務局 行                 

ＦＡＸ 011-717-6887                                         

 
 

 

（申込日  月  日） 

 

 

 

２０１１ （社）北海道社会福祉士会 

共通基盤研修 受講申込書 

 

 
 

（ふりがな） 

氏  名 
 

  

 

性別 

 

 

男 ・ 女 

 

 

 

 

自宅住所 
 

 

電話番号 

〒 

 

勤務先 
（連絡先） 

 

 

 

電話番号             ＦＡＸ番号 

Ｅｍａｉｌ： 

 
 

以下の該当する項目にをつけて下さい。研修費は必須料金、懇親会費は当日集めます。 

 

 

１ 

 

研修費（必須） 

 

 

□ 会員 2,000 円    □ 非会員 3000 円 

（会員番号：      ） 

 

２ 

 

懇親会 

 

 

□ 申し込む 

4,000 円（前後） 

 

□ 申し込まない 

 

３ 

 

 

参考図書（当日） 

 

□ 申し込む 

上（2268 円）・下（2268 円） 

 

□ 申し込まない 

 

参加希望 
 

※希望会場にして下さい。 

 

□旭川会場（相談援助） 

 

□札幌会場（福祉経営） 

受付 N0.  

 

 

※事務局記入 

注）1枚の申込用紙で申し込める研修会場は 1か所です。 

両会場にお申込み頂ける方はコピーをとってご使用下さい。 

 



 


